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　現在住宅からオフィスまで様々な用途の建築のリノ
ベーションが注目されているが、建築単体のリノベー
ション完結型である従来の提案ではなく、リノベー
ションした既存建物と同時に新築建物を計画する。
　竣工時から地域の中で利用者と様々な関係性を築き
上げてきた既存建物と、街の中へ新たに挿入される新
築建物との関係性や相乗効果を考察することで、建築
の提案として定着したリノベーションの考え方を、従
来よりも大きなスケールへと広げることができるので
はないかと考えている。
　鎌倉市は、神奈川県の三浦半島西側の付け根に位置
し、鎌倉を中心部とする市である。三方が低い山で囲
まれ海に面する地であることから地形が天然の要害と
なり、古代鎌倉郡の郡衙が設置され、また豪族の鎌倉
氏の本拠でもあった。
　鎌倉駅から西へ 100 メートルほど歩くと、正面に
小さな山「御成山」が見える。駅の東側が観光拠点と
なっており、西側は市民の生活エリアとして落ち着い
た雰囲気の地域となっている。駅から西へ進んで最初
の交差点に位置する御成町は、生活エリアの玄関口と
して鎌倉市役所、鎌倉市立御成小学校、鎌倉市中央図
書館、福祉センター、商工会議所など、多くの公共施
設が集まるエリアとなっている。
　御成町エリアの抱える問題は以下が挙げられる。
・鎌倉市役所：執務スペースの不足および「子どもの
家」の新築
・御成小学校：人口増加による教室の不足
・御成小学校講堂：保存・改修が決定したものの予算
や工事の関係で放置
・旧鎌倉図書館：解体／建替の決定と保存運動
・中央図書館：図書館としてのニーズがあるものの施
設の老朽化や床面積の不足による建替えの検討あり
　これらを踏まえると、この御成町エリアの将来像を
一体的に考えていく必要があることが分かる。歴史的
にも景観的にも重要である残すべき建物と、時代の経
過によるズレ、現在の地域社会の状況やニーズを整
理・再構成し、文化的にも景観的にも魅力あるこの御
成町エリアが将来に渡りその魅力を持続し受け継いで
いけるような提案が求められる。
１．テーマ：リノベーション＋新築の可能性
２．敷地：神奈川県鎌倉市御成町
図１：御成町エリアの抱える問題
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  The purpose of this proposal is to re-think about public facilities for citizen and surrounding by totally 
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平面の考え方
　現状では市役所・小学校・図書館が別々に計画され
ているため動線空間やエントランス空間等が個々に設
けられているが、複合させて再構成する際には必要面
積として算入する必要が無くなる。
　会議室やトイレについても、シェアしたり一時的に
借りたりすることで十分機能できると考え、既存の延
べ床面積から動線空間やエントランス空間などを差し
引き、市役所・小学校・図書館として機能するために
必要な部屋のみを算定した。
　そして各施設を諸室単位に分解し、活動の特性ごと
にゾーニングし直すことで、あらゆる世代の学び・活
動の場となるような公共施設に再編成した。（図２）
断面の考え方
　鎌倉には谷戸と呼ばれる地形があり、その独特な地
形が鎌倉らしい街並みを作ってきた。また、鎌倉はか
つて緑の豊かな街であったが開発等により多くの緑が
失われた。その失われた緑を取り戻し、鎌倉らしい豊
かな地形と一体で建築を考えることで、鎌倉の魅力を
発信していくことができる建築を作りたいと考えた。
　本計画には、リノベーションする古い建物と、建替
えによる新築の建物が共存し、またプログラムやビル
ディングタイプが平面的にも断面的にも混在する。そ
うした様々な要素がミックスされた建築にかかる屋根
は、どのプログラムや時間軸にも属さないニュートラ
ルなものとして存在すべきだと考えた。（図３）
構造の考え方
　敷地の中に点在する様々な場所は、大地がそのまま
むくりあがったような形の屋根の下で、ゆるいまとま
りをもって配置される。西にそびえる御成山から連
続して小さな山がいくつもあるような形のシェルは、
厚さ 600mm の鉄筋コンクリートシェル構造により、
マッシブボリュームとならずに最大スパン 60m の無
柱空間・14000㎡の大空間を作り出す。（図４）　
３．提案：RC シェル構造による地形的な建築
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